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健
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保
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運
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議
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壽
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医
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宏
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医
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あ
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あ
わ
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地
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飛
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俊
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商
工
会
会
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森
　
　
長
義

　
赤
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秀
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漁
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協
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組
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理
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組
合
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橋
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濵
　
紀
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教
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文
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・
ス
ポ
ー
ツ
】

社
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伊
達
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畠
　
敏
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松
坂
　
壽
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図
書
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協
議
会
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川
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公
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運
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審
議
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稲
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智
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森
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司
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輝
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ま
ち
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ひ
と
・
し
ご
と

創
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総
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戦
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検
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※
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功
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福
祉
】

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
　

　
阿
部
　
昌
弘

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
　

　
市
川
　
富
夫

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会
長

　
橋
本
　
剛
旺

手
を
つ
な
ぐ
育
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※
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文
化
財
保
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委
員
　

　
前
田
　
拓
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青
少
年
補
導
委
員

　
城
越
　
康
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良
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米
田
　
佳
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】
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協
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員
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大
樹
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本
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行

　
大
谷
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山
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恒
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赤
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宏
員
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髙
見
　
善
弘

小
学
生
の
集
団
登
校
に
、

毎
朝
学
校
ま
で
同
行
さ
れ

て
お
り
、
同
行
中
は
、
子

ど
も
達
の
様
子
に
も
気
に

か
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
佐
野
　
伸
典

西
淡
中
学
校
近
く
の
交
差

点
や
新
松
帆
橋
周
辺
で
、

児
童
・
生
徒
の
登
校
時
に

事
件
・
事
故
防
止
、
挨
拶

活
動
推
進
に
見
守
り
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
小
梶
　
照
美

松
帆
小
学
校
近
く
の
河
端

橋
で
立
ち
番
を
始
め
、
30

年
以
上
児
童
・
生
徒
の
登

校
時
に
、
見
守
り
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

【
団
体
】

　
更
生
保
護
女
性
会

　
榎
列
支
部

子
ど
も
た
ち
の
下
校
時

に
、
榎
列
小
学
校
付
近
の

県
道
等
、
交
通
安
全
指
導

を
し
な
が
ら
声
掛
け
を
し

て
見
守
り
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
鍛
治
山
る
り
子

　
遠
矢
　
絵
美

防
犯
協
会
委
員

　
藤
岡
　
勝
平

【
高
額
寄
付
】

　
斉
藤
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
直
原
　
正
知

　
森
本
　
佳
世

（
※
）印
は
、
今
回
の
表
彰

に
際
し
て
複
数
の
功
労
を

有
す
る
方
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

お
の
こ
ろ
賞
表
彰

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
個
人
】

　
　
川
　
正
久

　
　
川
　
ふ
く
ゑ

平
成
20
年
に
地
域
の
高
齢

者
の
集
い
の
場
「
中
田
サ

ロ
ン
」
を
設
立
し
、
夫
婦

二
人
三
脚
で
、
常
に
地
域

の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、

二
人
三
脚
で
会
員
が
楽
し

め
る
も
の
を
考
案
し
、
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
和
田
　
定
德

長
年
、
湊
小
学
校
下
交
差

点
の
信
号
で
、
登
校
す
る

小
中
学
生
の
見
守
り
活
動

を
毎
週
続
け
て
お
り
、
安

心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に

寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

南あわじ市市制20周年記念式典を開催
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

オープニングは和太鼓「志童」による演奏オープニングは和太鼓「志童」による演奏

南あわじ市地域魅力プロデューサー・清川あさみさんから南あわじ市地域魅力プロデューサー・清川あさみさんから
ビデオメッセージをいただきましたビデオメッセージをいただきました

功労者表彰式の様子功労者表彰式の様子

南あわじ市ふるさと応援大使・益子侑さんのミニコンサートに市内の子どもたちも出演南あわじ市ふるさと応援大使・益子侑さんのミニコンサートに市内の子どもたちも出演

「だから住みたい 南あわじ」
～人がつながる 笑顔あふれるふるさとづくり～

　
　
令
和
７
年
１
月
11
日
、
南
あ
わ
じ
市
が
誕
生
し

て
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
文

化
体
育
館
で
５
月
18
日
、「
南
あ
わ
じ
市
市
制
20

周
年
記
念
式
典
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
合
併
後
、

市
政
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
や
各
団
体
関
係
者
な

ど
、
総
勢
約
３
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
式
に
先
立
ち
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
和
太
鼓
「
志
童
」
に
よ
る
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
奏

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
合
併
後
20
年
間

に
市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベン
ト
や
市
政
の
取

組
み
を
紹
介
す
る
記
念
映
像
が
放
映
さ
れ
、
出
席

者
は
懐
か
し
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
守
本
市
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
発
展
は
市

民
一
人
ひ
と
り
の
力
に
よ
る
も
の
。
高
齢
化
が
進

む
中
で
も
高
い
就
労
率
と
地
域
へ
の
誇
り
が
支
え
と

な
り
、
農
業
や
祭
り
文
化
、
移
住
者
の
増
加
な
ど

が
地
域
の
活
力
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
市
民
と
共

に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
未
来
へつ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
感
謝
を
述
べ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を

誓
い
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
議
会
議
員
や
教
育
委
員
会
委
員
、

農
業
委
員
会
委
員
な
ど
へ
の「
自
治
功
労
表
彰
」と
、

社
会
福
祉
や
消
防
、
産
業
振
興
、
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
尽
力
の
あ
っ
た
人
・
団
体
に

贈
ら
れ
る
「
社
会
功
労
表
彰
」
の
２
部
門
の
ほ
か
、

高
額
寄
付
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
１
２
０
の
個

人
・
団
体
に
守
本
市
長
か
ら
感
謝
の
意
を
込
め
て

表
彰
状
や
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
は
南
あ
わ
じ
市
ふ
る
さ
と
応
援

大
使
の
益
子
侑
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
、
出
席
者
は
手
拍
子
を
贈
り
、
会
場
が
一
体

と
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
は
盛
会
の
う
ち
に
終
わ
り
、
出
席
者
や
関

係
者
ら
は
、
こ
れ
か
ら
の
南
あ
わ
じ
市
の
発
展
に

期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。


